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第 ８ 章　　　電気・ガス・上下水道
電気　
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電力需要量の動向
平成29年度電力調査統計によると、平成29年４月から30年３月までの電力需要量(低圧、一般家庭向け)の動向を見ると、８月、１月、２月にピークとなり、６月、10月は低くなっています。
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資源エネルギー庁「電源開発の概要」、

「電力供給計画の概要」を基に作成

資源エネルギー庁「総合エネル

ギー統計」を基に作成
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全国の発受電電力量の推移は、平成23年度以降はおおむね減少傾向にありましたが、平成28年度については新エネルギー、原子力及びLNG(液化天然ガス)において発電量が増加、全体では0.2％の増加となりました。



再生可能エネルギー等の導入状況


　　府域における再生可能エネルギー(太陽光発電、廃棄物発電等)やコージェネレーション等の分散型発電設備の平成29年度末導入状況については、太陽光発電が90.5万kW（住宅用：38.7万kW、非住宅用：51.8万kW）、廃棄物発電等が26.7万kW(うち一般廃棄物による廃棄物発電は25施設、23.8万kW)、ガスコージェネレーションが54.9万kW(家庭用：5.4万kW、事業用：49.5万kW)となっています。このうち、最も発電出力の大きな太陽光発電について、10年前の平成19年度と比較すると約13倍となっています。


ガス

平成29年度の主要都市ガスの消費量は1.4％の減少
　大阪ガス株式会社、河内長野ガス株式会社によると、平成29年度の大阪府内の主要都市ガスの消費量は、35億7,976万ｍ3で、前年度に比べ1.4％の減少となっています。内訳では、「家庭用」が11億6,911万ｍ3で前年度に比べ2.5％の増加となり、「それ以外」が24億1,065万ｍ3で同3.1％の減少となっています。なお、大阪府内の需要家（契約件数）の総数は335万9,367戸で、前年度に比べ4.5％の減少となっています。

(注)平成29年４月より電気小売の全面自由化が開始し、家庭や商店も含む全ての消費者が、電力会社や料金メニューを自由に選択できるようになりました。それに伴い、従来の関西電力株式会社から提出を受けていたデータに代わり、同月以降の需要量については資源エネルギー庁の電力調査統計に依ることとなりました。それにより、関西電力株式会社を含むすべての電力会社を対象とした値を掲載しています。





　電力需要量の推移（大阪府内）





[大阪府統計年鑑　第8章1表より]





　発受電電力量の推移(一般電気事業用・全国)





［経済産業省　資源エネルギー庁「エネルギー白書2017」より］





[エネルギー政策課　「再生可能エネルギー等の導入状況」より]





　太陽光発電導入量（累計）の推移　





(注)平成29年４月よりガス小売全面自由化が開始し、家庭や商店も含む全ての消費者が、都市ガスの供給元や料金メニューを自由に選択できるようになりました。それに伴い「都市ガス生産量及び消費量」については「主要都市ガス」へ変更し、大阪ガス及び河内長野ガスの値を掲載することとなりました。





主要都市ガス消費量・需要家数の推移(大阪府内)





[大阪府統計年鑑　第8章5表より]









